
発　注　動　向 -2008.7－

●調査時点　平成２０年７月調査（２０年６月末時点）
●対象企業　１５０社
●回答企業　　７１社（回答率：４７．３％）
                 （縫製３社、プラスチック７社、鉄鋼・非鉄８社、
　　　　　　　　　金属製品８社、一般機器１４社、電気機器１７社、
　　　　　　　　　輸送用機器９社、精密機器５社）
●調査時期　４半期毎（３、６、９、１２末時点）

縫製 3 4.7%
プラスチック 7 10.9%
鉄鋼・非鉄 8 12.5%
金属製品 8 12.5%
一般機器 14 21.9%
電気機器 17 26.6%
輸送用機器 9 14.1%
精密機器 5 7.8%

　全業種
　前回調査結果（３月末時点）に比べ、生産高の３ヶ月前比は▲１１．３ポイント（前回▲１４．１ポイン
ト）、生産高の前年対比は▲９．９ポイント（前回▲１２．５ポイント）、生産高の３ヶ月先見通しは▲８．５ポ
イント（前回▲１４．１ポイント）で、やや回復傾向である。
　外注利用の見通しについては、▲２５．４ポイント（前回▲２５．０ポイント）で引き続き厳しい状況が窺
える。

3
7

8

8

14

17

9

5

縫製

プラスチック

鉄鋼・非鉄

金属製品

一般機器

電気機器

輸送用機器

精密機器

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

全業種

全業種 -11.3 -9.9 -8.5 -25.4 

生産高(3ヶ 前年比較 3ヶ月先見 外注見通し



■　生産高

　生産高の３ヶ月前比は、「精密機器」▲２０．０ポイント（前回２８．６ポイント）、「金属製品」▲２５．０ポイ
ント（前回１６．７ポイント）、「プラスチック」▲１４．３ポイント（前回１２．５ポイント）で大幅な減産傾向であ
る。一方、「輸送用機器」２２．２ポイント（前回▲１２．５）、「電気機器」▲５．９ポイント（前回▲５８．３ポイ
ント）、「縫製」▲０．０ポイント（前回▲５０．０）と大幅な増産傾向である。
　生産高の前年対比は、「プラスチック」１４．３ポイント（前回６２．５ポイント）は大幅な減産傾向である。
「一般機器」▲２１．４ポイント（前回▲４１．１）、「電気機器」▲５．９ポイント（前回▲４７．７）、「精密機
器」６０．０ポイント（前回２８．６ポイント）で増産傾向である。「輸送用機器」は横ばい。

■　業況３ヶ月先見通し

　業況３ヶ月先見通しは、「プラスチック」▲４２．９（前回０．０）で大幅悪化の見通し。「金属製品」０．０
（前回▲１６．７）、「一般機器」▲２１．４ポイント（前回▲３３．３）、「精密機器」４０．０ポイント（前回▲１
４．３）は改善の見通し。「鉄鋼・非鉄」「輸送用機器」では現状維持の見通しである。

■　外注見通し

　外注見通しは、「鉄鋼・非鉄」▲２５．０ポイント（前回▲４２．２）、「電気機器」▲２９．４ポイント（前回▲
４１．７）、「精密機器」０．０ポイント（前回▲２８．６）、「輸送用機器」０．０ポイント（前回▲１２．５）と増加
してる。一方、「金属製品」▲２５．０ポイント（前回▲１６．６）、「一般機器」▲４２．９ポイント（前回▲１６．
７）は減少傾向である。
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